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岩手山

【概要】

西岩手・東岩手の2つの成層火山から成り、薬師岳は本火山の
最高峰(標高2038m)である。
西岩手の山頂部には小規模なカルデラ地形(西岩手カルデラ)が
存在する。溶岩の流出も多数認められる。西岩手に比較して東岩手
の方が最近までマグマ噴火を継続しており、有史以降の噴火は、
西岩手の大地獄谷(現在も噴気活動活発)での小爆発1回のほかは、
すべて東岩手である。東岩手における歴史時代の2回の
噴火は、どちらもマグマ噴火であった。

【火山活動】

〇1919（大正8）年：小規模水蒸気噴火（直近の噴火）。
噴火場所は西岩手の大地獄谷。噴石が大地獄脇の登山道に
飛散。

〇1998（平成10）年：2月頃から超長周期地震を含む地震活
動が活発化。9月3日岩手山の南西約10kmでM6.2の地震が
発生。噴火には至らず。

岩手山全景 盛岡市内から 2010年5月19日 気象庁撮影

日本活火山総覧（第４版）から抜粋・追記

東岩手西岩手
黒倉山

大地獄谷

姥倉山

焼走溶岩流

御苗代湖

薬師岳



噴火警戒レベル判定基準 3

噴火には至っていないが、1998年の活発化時
には地球物理学的観測が行われ、その活動の
推移が報告されている。
本判定基準は主にこれらの活動経過を基本に、
他火山で噴火前にみられている事例も参考に
作成している。



活動経過概略 4

• 2020年４月頃～ 山頂付近で火山性地震の発生頻度がやや高い状態に。

• 2024年２月頃～ 傾斜計やひずみ計、GNSS
連続観測では、山体の深いところの膨張を示す地殻変動が観測される。

• ５月頃～ 黒倉山付近で、計数基準に満たない微小な地震が増加。

• ６月頃～ 大松倉山付近と推定される長周期地震が増加。

• ７月頃～ 岩手山全域の火山性地震がやや多い状態。

• 11月頃～ 山頂付近で火山性地震の発生頻度がさらに高い状態に。

• 11月中旬 黒倉山付近の微小な地震がピークに。以降は少ない状態
で推移。

４月頃

火山性地震（全域） 発生頻度がやや高い

火山性地震（山頂付近） 発生頻度がやや高い さらに高まる

黒倉山付近の微小な火山性地震 減少だが継続

低周波地震

長周期地震

火山性微動

東岩手付近のやや深部の低周波地震

山体の深いところの膨張性の地殻変動

大地獄谷付近ごく浅部の膨張 ？
（※時系列解析による）
表面現象 異常は特段認められない

情報発表
（※定期的に発表した続報を除く）

噴火警戒レベル
レベル２
レベル１

６月５月４月３月２月１月 １２月１１月１０月９月８月７月

解説情報 解説情報
（臨時）

噴火警報

▼臨時観測結果公表



最初の情報発表前までのセンター内での状況認識 5
・４月初旬：火山性微動が観測されたことから推移を注視。
・５月中旬：静穏だが、2024年に入ってから山頂付近のA型地震の発生頻度が高い状態で推移している
（この頃までは、山頂付近のA型地震や火山性微動を中心に見ていた。）

・６月初旬：一部のGNSS基線長に伸びの変化がみられている可能性がある。
ただし特定の観測点のみのローカルな動きか見極めていた。

（地殻変動、特にGNSSに注目し始めた。）

（岩手山の火山活動解説資料（令和６年５月）より）

山頂付近の日別地震回数

（岩手山の火山活動解説資料（令和６年６月）より）



最初の情報発表前までのセンター内での状況認識 6
・６月上旬：5/30頃から多数みられている黒倉山付近の微小な地震に注目。

・７月～８月初旬：体積ひずみ計の複数観測点で、2月頃からトレンドの変化がみられ、山体の膨張を示すと判断。
西岩手よりも更に西側の領域が振動源と推定される長周期地震の発生も確認されている。

（岩手山の火山活動解説資料（令和６年７月）より）

GNSS基線長の変化には６月の段階で着目し、また傾斜
データも含め地殻変動の状況は把握していた。
ひずみ計データについては監視に活用していたが、７月
段階ではその傾向を見るにとどまっており、量的な評価は
行っていなかった。

GNSSや傾斜計の変動推定量の不確定性から、情報発表は
しなかった。

1998年の活動活発時の知見を基にして、活動活発時に現在
の観測網でどの程度の観測量の変化が生じうるかの定量的な
評価とそれを踏まえた監視を行うことが重要であった。



火山の状況に関する解説情報 第１号（８月５日10時30分）

＜情報の概要＞
微小な火山性地震が増加している中で、８月２日以降振幅の小さな火山性微動が観測された。

GNSS連続観測で、一部の基線でわずかな伸びの変化がみられる。
当初は８日の解説資料発表日に合わせて情報発表予定としたが、微動が立て続けに観測されたことから前倒し
た。

＜発表判断について＞
• 計数基準未満の微小な火山性地震を、情報発表判断にどのように活用するか悩んだ。
⇒様子見をしていたが、７月後半頃から発生頻度が高まった。
静穏期にはほとんど観測されなかった。

2023年以前の静穏期とは異なる状況になりつつあると判断した。

８月５日 火山の状況に関する解説情報 7

黒倉山付近の微小な地震の日別発生回数



火山の状況に関する解説情報（臨時） 第２号（８月21日11時00分）
岩手山の火山活動解説資料（８月21日11時10分）

＜情報の概要＞
傾斜計やひずみ計、GNSS連続観測では、2024年２月頃から山体膨張を示す地殻変動が観測されており、

８月までの変動量は、岩手山の火山活動が活発化した1998年の活動初期に観測された変動量と同規模に
達している。
黒倉山付近では、2024年５月頃から計数基準に満たない微小な火山性地震が増加しており、７月下旬以降

さらに増加している。

＜発表判断について＞
• 1998年の活動と比較してきたが、今回８月までの
東北大玄武洞の累積ひずみ量は、火山活動が
活発化した1998年の活動初期
（Sato and Hamaguchi，2006のフェーズE付近）の
変動量と同規模に達している。この状況を、
噴火警戒レベル判定基準表に記載のある
「山体膨張を示す地殻変動」に該当すると
判断した。

• 前回活動では、この規模の変動量が観測された
頃は、黒倉山付近でM２（現在の算出方法では
M１程度に相当）を超える火山性地震が多数
発生していたが、今回はこの時点で地震活動は
低調であった。またひずみの累積も前回より
ゆっくり進行していると判断し、臨時を付した
情報としてよいか判断に迷った。結果として
地殻変動の状況を鑑みて臨時を付した。

８月21日 火山の状況に関する解説情報（臨時） 8

1.93μ

0.46μ

0.38μ

1.93μst

（Sato and Hamaguchi（2006）に加筆）

Ca.３ヶ月

Ca.７ヶ月



噴火警報（火口周辺警報）（10月２日15時00分）
（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）西岩手山の想定火口から概ね2km

＜警報の概要＞
岩手山周辺の傾斜計やひずみ計、GNSS連続観測では、2024年２月頃から山体の深いところの膨張を示す
地殻変動が観測されている。
９月26日に観測された「だいち２号」のSAR干渉解析結果で、大地獄谷周辺に衛星に近づく変動が見られる。
この変動は、大地獄谷付近のごく浅いところの膨張を示していると推定される。
黒倉山付近で発生している微小な火山性地震は、増減を繰り返しながら引き続き観測。
今後、西岩手山（大地獄谷・黒倉山から姥倉山）の想定火口から概ね２kmの範囲に影響を及ぼす噴火が
発生する可能性がある。

＜発表判断について＞
• SAR干渉解析結果から試算すると、大地獄谷の標高1000m程度のごく浅部で3.5×104m3程度の膨張がある
と判断。これらの状況について、噴火警戒レベル判定基準表に記載のある「山体膨張を示す地殻変動」が
「現象が顕著な場合は、単独の現象でも引き上げることがある」に該当すると判断した。

• 岩手山の深い所の膨張が継続する中で、上記ごく浅部の膨張がみられたこと、膨張源がごく浅く、突発的
な噴出現象発生の可能性があること、一方で、山頂部では特段火山性地震の増加や地殻変動の浅い所への
移動の兆候がないこと、などから想定火口を西岩手のみとし、噴火警報を発表した。

10月２日 噴火警報（火口周辺警報） 噴火警戒レベル１→２ 9



10月２日 噴火警報（火口周辺警報） 噴火警戒レベル１→２ 10

黒倉山

岩手山 国土地理院のSAR干渉解析結果
（2023年11月９日～2024年９月26日）
・国土地理院が作成した図に
地名等一部加筆。

※本解析で使用したデータの一部は、
火山噴火予知連絡会衛星解析グループの
活動を通して得られたもの。

（岩手山の火山活動解説資料（令和６年10月１日）より）



10月２日 噴火警報（火口周辺警報） 噴火警戒レベル１→２ 11



10月２日 噴火警報（火口周辺警報） 噴火警戒レベル１→２ 12



機動観測の実施状況
＜機動観測＞
８月22日（JMA-MOT）
火山の状況に関する解説情報（臨時） 第２号（８月21日11時00分）発表を受け、大地獄谷付近の表面現象
の確認のため実施。特段、異常なし。
９月５日
大地獄谷・黒倉山～姥倉山付近の表面現象の確認。特段、異常なし。
９月11日
岩手山頂付近の表面現象の確認。特段、異常なし。
10月10日（JMA-MOT）
岩手山頂付近の表面現象の確認。今回は悪天候のため面的な地熱分布調査はできず、地中温度計測が中心。
特段、異常なし。
10月20日～21日未明
無人航空機（ドローン）による上空からの観測。
特段、異常なし。
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＜監視体制の強化＞
９月５日
黒倉山山頂に、光波測距観測点設置。
９月11日
八合目避難小屋に、GNSS観測点設置。
11月５日
雫石町長山篠川原に臨時の監視カメラを設置。

黒倉山山頂

八合目避難小屋

長山篠川原

光波測距基線



判定基準等の見直しの必要性 14

噴火には至っていないが、1998年の活発化時
には地球物理学的観測が行われ、その活動の
推移が報告されている。
本判定基準は主にこれらの活動経過を基本に、
他火山で噴火前にみられている事例も参考に
作成している。



判定基準等の見直しの必要性 15

＜数値基準の根拠＞
1998年の活動では３月中旬をレベル２相当とし、以下のように基準を設定した。
前５日間の地震回数の合計50回以上
1998年3月中旬は、11日9回、12日1回、13日3回、14日15回、15日11回、16日5回、17日16回、18日19回、
19日90回、20日51回の事例を参考に検討し、50回／日とした。

火山性微動が３回以上/24時間
2005年以降に観測された微動は4回で、発生回数は多くても2回／年であり、1998年でも最多で5回／日である。
1998年の最多の手前でレベル上げすることとし、上記の基準とした。



判定基準等の見直しの必要性 16

2024年からの活動経過
を踏まえ再検討が必要
と考えられる。



【噴火警戒レベル３への引上げの視点】
• マグマ噴火のリスクが挙がった場合

Sato and Hamaguchi (2006)のフェーズG（1998年９月３日～
2000年12月31日：ダイクの変動量0.9×106m3が深さ0～
2kmと浅い場所に移動）を参考にすると、
岩手山頂付近地下のダイクがより浅部（トップがD=0km
前後）に上昇していると判断される場合。
⇒より浅部での火山性地震増加や、東岩手での浅部
地殻変動の動き（八合目小屋GNSS上下成分の動きなど）
を注視していく方針。

【噴火警戒レベル１への引下げの視点】
• 大地獄谷付近のごく浅部の地殻変動が収まるか。
⇒SAR観測は融雪まで困難。黒倉山付近の微小な地震が
2023年以前の水準まで戻ることを傍証とすることも検討。

• 玄武洞傾斜計・ひずみ計やGNSS基線等で、西側膨張源の
収縮がみられるか。

• 地震の発生頻度が2023年以前の水準まで戻るか。

今後の活動の推移について

（Sato and Hamaguchi (2006)の図８より）

（Sato and Hamaguchi (2006)の表２）

（第４回火山調査委員会資料より）
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